


は じ め に

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部による「身体障害児・者実態調査」( )2001

によると、１８歳以上の視覚障害者数は 万 人、１８歳未満は 人と推計30 1,000 4,800

30されている。障害等級状況をみると、障害の程度が重度の１級が全視覚障害者数

万 人のうち、 万 人、その中で約 万人が点字を常用して読み書きを行5,800 10 7,200 3

っている。また、障害の原因別や発生時の年齢別の統計からみると中途で視覚障害に

なった者が多い。

情報を得るために視覚活用をしてきた者にとって、それを触覚中心に代えるという

のは、相当な困難をきたす。また、中途失明者は障害受容とも関連して、点字に対す

る抵抗感が強い場合もある。中途失明者の点字指導、とりわけ触読効率を高めるため

の指導法については、各教育現場によって様々であり、手探りの状態にあり、その指

導の場である盲学校やリハビリテーションセンター、点字図書館等においての連携に

ついても希薄な状況にある。

そのような状況の中で、中途失明者の職業的自立や自己実現の手段の一つとなる点

字を習得させるためには、それぞれの到達目標に合わせた点字指導プログラムと教材

の開発が是非とも必要である。

そこで本研究では、一旦普通文字を獲得した後に視覚障害となった者の点字触読能

力の向上に焦点をあて、個に応じた最適な点字サイズと指導プログラム及び教材の開

発を目指した。特に指導の実践的な場での活用を考え 「中途失明者の点字指導に関、

する学習会」を立ち上げ、その学習会で、指導プログラムや教材等の検証を行いなが

ら研究を進めてきた ３年間の研究期間を一区切りとして 本報告書と指導者用の 中。 、 「

途失明者の点字触読指導マニュアル及び教材（ ・ﾌﾛｯﾋﾟｰ付き 」を作成した。本研CD ）

究の成果が中途失明者の点字習得の一助となれば幸いである。
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